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部品メー
カー

客先

APSとXML

APSの導入
プロトコル、
データフォー
マットの検討

データ交換規約
↓

密結合から疎結合
へ！
↓

XML
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XMLコア技術（PSLX-03）

アプリケーションＡ

メッセージ01

メッセージ02

メッセージ03

メッセージ04

アプリケーションＢ

プロトコルP01

プロトコルP02

タグ構造

タグ1

タグ2

タグ3

タグ4

タグ5

タグ6

アプリケーション間でコニュニ
ケーションする際の業務プロト
コルおよびメッセージの仕様

アプリケーション間で送受信す
るメッセージの本体のデータ構

造およびＸＭＬタグの仕様

ビジネスロジック（プロセス）を
連携させるためのしくみ
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オブジェクトモデリング（ PSLX-02 ）との関係

オブジェクトモデリング（PSLX-02）仕様
製造業のAPSが持つべき機能から仕様をブレイクダ
ウン

XMLコア技術（PSLX-03）仕様
システム実装の立場からボトムアップに仕様を規定

業務プロセスは対象から除外

XMLのタグ構造およびその利用方法について規定
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プロトコルとメッセージ

異なる当事者が何回かのメッセージ交換を
おこなって一つの業務を行う形態をパターン
化したものが業務プロトコル

業界ごとに様々であり、早急にまとめること
は困難

メッセージの往復という単位を一つのプロトコ
ルとして扱い、往信メッセージ、復信メッセー
ジのペアを一つのプロトコルとして扱う
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PSLXメッセージ

必ず往信と復信の２つのメッセージから構成
される

SOAPをベースとして構成

ヘッダー部分にメッセージの種別コードを設
定

ボディ部分にPSLXタグで記述された問題構
造を設定

疎結合

•PSLXメッセージにSOAPを利用

•問題表現にPSLXタグを利用
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SOAP形式

SOAPメッセージ

SOAPエンベロープ

SOAPヘッダー

<method>1APQ01S</method>

SOAPボディー

<pslx ver=”1.0”/>

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

</pslx>
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メッセージ種別コード

SOAPヘッダーに設定

ボディのPSLXデータが送信先アプリケー
ションにとって、どのような処理に利用される
かを指定する

[作業の開始終了時刻]
更新：作業の開始終了時刻の指定
照会：スケジューリング結果の問合せ
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メッセ－ジ交換イメージ

ヘッダー：1APQ03S（納期問合
せ）

ボディー：オーダー0010

ヘッダー：1APQ03R（納期問合
せ）

ボディー：オーダー0010

2002/4/21
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メッセージのカテゴリー

トランザクション情報の送受信
受注、発注、作業指示、実績、など

統計集約情報の送受信
集約または集計した情報

マスター情報の送受信
定常的に保持しておく必要がある情報

管理制御情報の送受信
各アプリケーションの持つ機能を外部から制御する
ための情報
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メッセージ一覧

１桁目：大分類

２桁目：中分類

３桁目：計画/実績/共通区別（制御管理では、実行
/予約/取消）

４桁目：照会/追加/修正/削除区分（制御管理では、
コマンド実行/パラメータ設定/パラメータ照
会/エラー /警告）

５，６桁目：メッセージの具体的な処理

７桁目：往信/復信区別

ステータス 動作 動作内容 通信

３桁 ４桁 ５，６桁 ７桁

オーダ（受注） 1A 計画(P) 照会(Q) 内容を表す 送信(S)
オーダ（発注） 1B 実績(R) 追加(A) ２桁の数字 応答(R)

作業 1C 共通(C) 修正(R)
工程・プロセス 1D 削除(D)

品目 1E
ロット 1F
資源 1G

カレンダ 1H
全体 1J

利益 2A 計画(P) 照会(Q) 内容を表す 送信(S)
収入 2B 実績(R) 追加(A) ２桁の数字 応答(R)
支出 2C 共通(C) 修正(R)

操業度 2D 削除(D)
生産数 2E
オーダ数 2F
在庫数 2G
負荷数 2H
調達数 2J

顧客 3A 計画(P) 照会(Q) 内容を表す 送信(S)
サプライヤ 3B 実績(R) 追加(A) ２桁の数字 応答(R)

工程 3C 共通(C) 修正(R)
品目・製品 3D 削除(D)
資源・設備 3E
BOM 3F

工程手順 3G
制約情報 3H

指標 3J
原単位・コスト 3K

受注管理 4A 実行(G) 制御(C) 内容を表す 送信(S)
発注管理 4B 予約(R) 値設定(S) ２桁の数字 応答(R)

大／中日程計画 4C 取消(C) 値照会(Q)
スケジューラ 4D エラー(E)
工程管理

（MES）
4E 警告(W)

労務・保全管理 4F
資材・在庫管理 4G

設計管理

（PDM）

4H

ロジスティクス 4J
管理会計 4K

マ

ス

タ

ー

情

報

制

御

／

管

理

情

報

対象情報

１，２桁

ト

ラ

ン

ザ

ク

シ

ョ

ン

情

報

統

計

集

約

情

報
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XMLのタグ（問題の構造化）

品目品目 品目品目作業作業

入力 出力

占有／利用

（消費） （生産）

資源資源

事象事象

事象事象

オーダ

オーダ

オーダ

サプライヤー 顧客
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基本要素

品目
作業の入力または出力となるもの

資源
作業を行う上で必要となる要員や機械や工具など

作業
スケジューリング最小単位

事象

オーダ

サプライヤ

顧客
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XMLのタグ

全体制御用

基本データ

補助データ

基本制約
値の範囲を限定する情報

基本要素
基本となるオブジェクトやクラス

属性要素

関係要素
2つの基本要素間の関係

拡張属性要素

拡張関係要素
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XML仕様 タグ一覧

－ PSLX制御用タグ －

タグ名 解説
<pslx> PSLXの情報記述トップ
<problem> 対象問題の記述
<protocol> 業務プロトコルの指定
<method> 処理方法の指定
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XML仕様 タグ一覧

－ 基本データ －

タグ名 解説
<qty> 数値データの指定
<char> 文字データの指定
<time> 時刻データの指定
<duration> 時間データの指定
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XML仕様 タグ一覧

－ 補助データ －

タグ名 解説
<unit> 数値の単位
<translate> 単位間の変換方法
<scale> 時刻の単位
<base> ベースとなる単位及び値
<calc> 計算方法の定義
<arg> 計算時に一時的に利用する引数
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XML仕様 タグ一覧

－ 基本制約 －

タグ名 解説
<min> 数値データの下限
<max> 数値データの上限
<earliest> 時刻データの下限
<latest> 時刻データの上限
<shortest> 時間データの下限
<longest> 時間データの上限
<candidate> 文字データの候補
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XML仕様 タグ一覧

－ 基本要素 －

タグ名 解説
<event> 事象の定義
<location> 位置の定義
<customer> 顧客の定義
<supplier> サプライヤの定義
<item> 品目の定義
<resource> 資源の定義
<order> オーダの定義
<operation> 作業の定義
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XML仕様 タグ一覧

－ 属性要素 －

タグ名 解説
<spec> 静的な仕様の定義
<mode> 時間的に変化する仕様の定義
<position> 位置の定義
<priority> 優先度の定義
<penalty> 違反の定義
<description> 説明の定義
<display> 表示方法の定義
<color> 色の定義
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XML仕様 タグ一覧

－ 関係要素 －

タグ名 解説
<relation> 品目間、資源間の関係
<parent> 基本要素間の親子関係
<distance> 位置間の距離
<condition> 前提条件の定義
<action> 事後条件（動作）の定義
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XML仕様 タグ一覧

－ 拡張属性要素 －

タグ名 解説
<rate> 比率（相対値）情報の定義
<price> 価格情報の定義
<lotsize> ロットサイズ制約の定義
<start> 開始時刻の定義
<end> 終了時刻の定義
<release> 最早着手時刻の定義
<duetime> 最遠終了時刻の定義
<progress> 進捗状況の定義
<load> 負荷情報の定義
<stock> 在庫情報の定義
<calendar> カレンダ情報の定義
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XML仕様 タグ一覧

－ 拡張関係要素 －

タグ名 解説
<produce> 品目の生産情報
<consume> 品目の消費情報
<assign> 資源の利用情報
<predecessor> 先行作業の定義
<successor> 後続作業の定義
<setup> 資源の段取時間の定義
<interval> 品目の生存時間の定義
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標準解釈ルール

PSLX XML仕様で策定したタグで、1つの事
象、条件、イベントなどを様々な方法で表現
することが可能

表現方法の違いに起因する、問題の解釈ミ
ス、データの非互換性を防止する

定義したXMLタグの想定する標準的な利用
方法を示し利用者間の整合性をはかる
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PSLX記述テンプレート

トランザクション情報の記述方法

ERPとスケジューリングシステムの組合せでは、オーダー／スケジュー
リング結果（トランザクションデータ）などの交換がメイン

トランザクションデータの交換はPSLXの適用が容易で、その効果を端
的に得られる

ERP

MRP

スケジューリングシステム

プランオーダー

スケジューリング

スケジューリング結果プランオーダー

オーダー
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オーダーデータの記述（例）
オーダ番号 コード 数量 着手可能日 納期
PL0011 A005 20 4月1日 4月21日
PL0012 A005 10 4月1日 4月30日
PL0013 B005 100 4月1日 4月3日
PL0014 C005 200 4月1日 4月15日
PL0015 C005 150 4月1日 4月18日

<?xml version="1.0" encoding="Shift_JIS" ?>
<pslx ver="1.0">

（略）
<order name="PL0011">

<release><time value="2002/04/01 09:00:00"/></release>
<duetime><time value="2002/04/21 12:00:00"/></duetime>
<item ref="A005"/>
<qty value="20"/>

</order>
<order name="PL0012">

<release><time value="2002/04/01 09:00:00"/></release>
<duetime><time value="2002/04/30 12:00:00"/></duetime>
<item ref="A005"/>
<qty value="10"/>

</order>
（略）

</pslx>
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PSLX記述テンプレート

マスタ情報の記述方法

マスタ情報は、スケジューリングを実行するときの
工程や使用する資源情報などのテンプレート

データボリュームが大きく、都度変化しないマスタ
情報はトランザクションと分離してデータ交換

何をマスタとするかは業種や品目特性に依存

オーダーからマスタを元に parent, successor, 
predecessor 等でリンクされたoperation に
展開し、各 operation の割付けが実行される
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制約モデルの記述方法（１）

作業1

作業2

<operation name=”作業2”>
<duration value=”8” />

</operation>
<operation name=”作業1”>

<duration value=”6” />
<successor ref=”作業2” />

</operation>
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制約モデルの記述方法（2）
資源1

作業1 作業2

資源1
作業1作業2

負
荷

負
荷

時
刻

時
刻

<resource name=”資源1”>
<load>
<time value=”2002/01/01 00:00:00” />
<qty><max value=”1” /></qty>

</load>
</resource>
<operation name=”作業1”>
<duration value=”6” />
<assign>
<resource ref=”資源1” />
<qty value=”1” />

</assign>
</operation>
<operation name=”作業2”>
<duration value=”8” />
<assign>
<resource ref=”資源1” />
<qty value=”1” />

</assign>
</operation>
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制約モデルの記述方法（3）
資源1

作業1
作業2

負
荷

時
刻

<resource name=”資源1”>
<load>
<time value=”2002/01/01 00:00:00” />
<qty><max value=”2” /></qty>

</load>
</resource>
<operation name=”作業1”>
<duration value=”6” />
<assign>
<resource ref=”資源1” />
<qty value=”1” />

</assign>
</operation>
<operation name=”作業2”>
<duration value=”8” />
<assign>
<resource ref=”資源1” />
<qty value=”1” />

</assign>
</operation>
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PSLXスキーマ定義

DTD
PSLX Schema
W3C Recommendation, 2 May 2001 準拠
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PSLXスキーマの利用

PSLXスキーマの利用でスケジューリング問
題の定義が明確になる

PSLXスキーマを実装したアプリケーション間
ではデータ交換が非常に容易

PSLXスキーマを利用することで製造業全体
の効率化がはかれる

ユーザーが多いほど効
果が上がる！
皆さん使ってください！
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